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社会福祉
法　　人男鹿市社会福祉協議会

〒010－0511 秋田県男鹿市船川港船川字片田74番地
電　話（0185）23－2772 ＦＡＸ（0185）24－3301
ホームページ　URL  http://www.ogashakyo.com

〒010－0422 秋田県男鹿市角間崎字家ノ下54番地
電　話（0185）46－3939 ＦＡＸ（0185）46－3795

若美福祉拠点センター

№80
2026.３.31発行２月 28 日（土）男鹿市民文化会館で、男鹿市社会福祉大会が開催されました。

「あゆみ小規模作業所」、「いすとわーる」、「コバトのコトバ」、「佐々木ひでお

口筆詩画応援志隊」の方々に出店していただき、会場を盛り上げていただきました。

いきいき集い、笑顔で賑わう



－ ２ －

令
和
７
年
度
男
鹿
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

２
月
28
日
、
男
鹿
市
社
会
福

祉
大
会
を
男
鹿
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
お
よ
そ
３
０
０

人
の
方
々
よ
り
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

男
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
、
杉
本
正
広
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
来
賓
を
代
表
し
て
菅

原
広
二
男
鹿
市
長
、
小
松
穂
積

市
議
会
議
長
、
杉
本
俊
比
古
県

議
会
議
員
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
男

鹿
中
地
区
民
生
児
童
委
員
の
山

下
龍
子
様
よ
り
、「
本
市
で
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
中
、
社
会
的
孤
立
を

背
景
と
し
た
問
題
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰

に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
日
常
生
活
に
も
大

き
な
影
響
が
及
び
、
少
子
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
は
、
地
域
の

活
力
や
存
続
ま
で
を
も
脅
か
す

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
を
踏
ま
え
、
国
で
は
、

す
べ
て
の
人
の
暮
ら
し
と
生
き

が
い
、
地
域
を
共
に
創
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
包

括
的
な
体
制
を
構
築
す
る
た
め

の
体
制
整
備
を
進
め
る
と
共
に
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
を
通
じ
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
重

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い

る
。
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
担
え
る

活
動
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し

て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
の
も

と
、
地
域
が
抱
え
る
多
様
な
課

題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
住
民

を
始
め
、
関
係
機
関
の
方
々
と

連
携
協
働
し
、
地
域
福
祉
活
動

を
一
層
推
進
し
て
い
く
」
旨
の

大
会
宣
言
が
朗
読
さ
れ
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、「
平
時
も
災
害
時
も

安
全
な
地
域
を
目
指
し
て
〜
近

年
の
大
災
害
に
学
ぶ
〜
」
と
題

し
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授

鍵
屋
一
氏
よ
り
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
き
り

亭
た
ん
方
氏
に
よ
る
落
語
、
三

浦
博
美
氏
に
よ
る
歌
謡
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
防
災
に
は
、

人
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」、

「
落
語
も
歌
謡
も
良
か
っ
た
。

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
は
、
男
鹿
市
内
事
業
所
や

佐
々
木
ひ
で
お
口
筆
詩
画
応
援

志
隊
の
方
々
か
ら
出
店
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
賑
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
各

関
係
機
関
や
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
順
不
同
・
敬
称
略
》

■
男
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

１
　
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
の
功
績

武
田
　
弓
子
（
男
鹿
中
）

加
藤
　
妙
子
（
脇
　
本
）

戸
部
真
紀
子
（
若
　
美
）

西
方
　
幹
生
（
若
　
美
）

地
区
社
協
の
役
員
・
評
議
員

と
し
て
の
功
績

小
坂
　
幸
明
（
船
　
川
）

（
男
鹿
中
）

三
浦
　
金
悦
（
若
　
美
）

■
男
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

１
　
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し

て
高
額
な
資
金
を
寄
附
さ
れ

た
方

富
田
澄
美
子
（
船
　
川
）

田
沼
　
　
求
（
北
　
浦
）

雲
　
昌
　
寺
（
北
　
浦
）

．．



助成金額 助成金の上限は１団体あたり 10万円です。

申請方法 所定の申請書を提出してください。申請書は男鹿市共同募金委員会

（男鹿市社会福祉協議会事務局内）にあります。

※社会福祉協議会ホームページからもダウンロード可能です。

対象となる事業の実施期間

令和９年４月１日～令和 1 0年３月 3 1日までに事業が完了すること。

申請期間　 令和８年４月１日～令和８年４月 30日（必着）

土・日・祝日を除く午前８時 3 0分～午後５時 3 0分

－ ３ －

助成対象とならない事業

１．申請団体の年間活動運営事業

２．営利を目的とする事業

３．政治的または宗教的な普及宣伝活動を目的と

する事業

４．特定の会員に限定した事業

５．他の補助金との重複や公的補填がある事業

６．申請団体が行うサークル活動等

助成対象となる主な事業

１．高齢者福祉に関する事業

２．障がい児・者福祉に関する事業

３．児童・青少年福祉に関する事業

４．仲間づくり、住民相互のふれあい、交流を目

的としたイベント等の実施

５．地域福祉に関係する講演会・研修会の開催

６．その他地域福祉活動の推進に資する事業

令和9年度赤い羽根共同募金助成事業公募のお知らせ
男鹿市共同募金委員会では、「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を推進することを目的に活動する各

組織や団体、ボランティア等の活動の推進、活発化を応援するために助成事業の公募を実施します。

※これは令和８年度の市民の皆様や企業、団体からの募金をもとに令和９年度に助成するための公募です。

お問い合わせ 男鹿市共同募金委員会　　23－2772

㈱沢木組　　　　　　　㈱ＳＫＯ　　　　　男鹿海洋物産㈲　　　男鹿市図書館　　　　　船越小学校

社会福祉法人　樹園　　秋田海陸㈱　　　　男鹿市役所　　　　　市民ふれあいプラザ　　美里小学校

ＥＮＥＯＳ男鹿㈱　　　長谷川医院　　　　北都銀行男鹿支店　　保育会　　　　　　　　北浦保育園

秋田石油備蓄㈱　　　　㈱寒風　　　　　　男鹿警察署　　　　　男鹿みなと市民病院　　船川こども園

秋田造船鉄工㈱　　　　若美電気工事㈱　　男鹿郵便局　　　　　男鹿工業高等学校　　　脇本保育園

㈲小野工業所　　　　　石油資源開発㈱　　男鹿集配センター　　男鹿海洋高等学校　　　船越こども園

天喜建設㈱　　　　　　男鹿市建設協会　　トランスポート㈱　　男鹿東中学校　　　　　いづみ幼稚園

わかみ歯科クリニック　船川印刷紙工㈱　　男鹿市商工会　　　　男鹿南中学校　　　　　若美ベビー園

オガグリーンテック㈱　杉本組㈱　　　　　秋田なまはげ農協　　船川第一小学校　　　　払戸郵便局

障害者支援施設若美荘　男鹿レンタリース　若美郵便局　　　　　脇本第一小学校　　　　

障害者支援施設ひまわり苑　　　特別養護老人ホーム　和幸苑　　　道の駅おが　なまはげの里オガーレ

～　令和７年度共同募金運動結果報告　～
令和７年度も皆様のあたたかい支援の気持ちとたくさんの募金が寄せられました。

ご協力ありがとうございました
令和７年度共同募金実績総額　　6,254,438円

赤い羽根　4,329,138円　　歳末たすけあい　1,925,300円

【ご協力いただいた企業・団体】（順不同、敬称略）

○nekoyanagiC



株式会社ジャパン・パックライス男鹿様より、本

会が運営するフードバンク事業に役立ててほしいと

のご厚意で、パックライスをご寄附いただきました。

いただいたパックライスは、生活にお困りの世帯へ

お渡しいたします。あたたかいご支援に、心より感

謝申し上げます。

「出前地域福祉講座」とは、福祉に関する理解と

関心を高めるため、また役立つ知識や技術を伝える

ために、社会福祉協議会職員が地域へ出向いて講座

を開催するものです。

地区社協、町内会、婦人会、老人クラブ等各種団

体やグループ等を対象にしておりますので、ご活用

ください。

【会場等について】

市内の会場とします。会場の確保、参加者への周

知、当日の司会進行はお申込みされた団体で実施し

てください。

メニュー、申込方法など詳しくは、男鹿市社会福

祉協議会までお問い合わせください。

23－2772

開催日時：毎月１回（木曜日）
場　　所：渡部公民館
時　　間：９時～11時30分

（その月によって異なる場合も
あります）

問い合わせ連絡先：三浦
（090－3122－1462）

まごころありがとうございます 職員による出前地域福祉講座

●通いの場紹介　渡部地区お茶っこサロン（若美地区）
１月８日（木）渡部地区お茶っこサロンが開催され、１７名が参加しました。渡部地区お茶っこサロン

は、地区に住む気の合う仲間が集まり、「笑顔で楽しく人生を過ごすこと」「地域活性化と健康に長生きす

ること」を目的に月１回開かれています。脳トレやゲーム、運動、お茶っこサロン会長の三浦さんからの

男鹿市内の近況や社会情勢等の情報伝達、新年会やお花見など、さまざまなことに取り組んでいます。「毎

回とても楽しい」「学びの時間を持てるのが良い」と参加の方は笑顔で話されました。渡部地区にお住まい

で、参加希望の方は下記連絡先へお問い合わせください。

－ ４ －

災害ボランティア登録者募集中
男鹿市社会福祉協議会では、近年多発している地震や水害などの災害に備え、災害時に迅速に支援体制を

整えるための災害ボランティアの事前登録者を募集しています。皆様のご協力をお願いいたします。

＜登録の条件＞ ①市内に在住・勤務または拠点を有している個人・団体。

②登録しようとする日において、15歳以上である方。（ただし、満18歳未満の場合は親権　

者の同意が必要です）

※「災害ボランティア登録申込書」の提出後に、ボランティア活動保険に加入していただ

きます。申込書は男鹿市社会福祉協議会内に設置しております。

＜活 動 内 容＞ 主な活動内容は掲載の通りとなりますが、災害の状況により異なります。

・屋内、外の片付け　・炊き出し　・避難所手伝い　・物資運搬　等

詳しくは、男鹿市社会福祉協議会までお問い合わせください。 23－2772 



令
和
７
年
度
の
特
別
会
員
と
し
て

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
名
前

で
す
。

（
令
和
７
年
12
月
６
日
か
ら
令
和
８

年
２
月
28
日
ま
で
の
受
付
分
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

一
万
円

・
秋
田
海
陸
㈱
　

・
秋
田
石
油
備
蓄
㈱

・
㈲
小
杉
商
店

五
千
円

・
鈴
木
　
　
明
　
・
奥
山
　
祖
道

三
千
円

・
㈲
勉
強
堂
　

・
男
鹿
市
建
設
業
協
会

・
お
菓
子
の
か
ま
だ
　

・
㈱
さ
わ
き
写
真
館

・
伊
藤
時
計
店
　
・
渡
部
整
骨
院

・
㈱
千
葉
電
業
舎
　
・
（資）
小
坂
商
店
　
　

・
㈲
福
島
肉
店
　

・
（資）
鶴
田
電
機
商
会
　

・
由
利
時
計
店

・
㈲
男
鹿
葬
祭
ほ
の
か
ベ
イ
サ
イ
ド
　
　

・
船
川
印
刷
紙
工
㈱

・
ゴ
ン
タ
ロ
ー
製
菓
㈱

・
㈱
な
つ
い
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
㈲
も
て
ぎ
モ
ー
タ
ー
ス
　
　

・
南
平
沢
町
内
会
　
・
お
が
和

・
一
杉
堂
　

・
㈱
東
北
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
洞
泉
寺
　
・
金
川
郵
便
局

・
秋
田
県
漁
業
協
同
組
合
船
川
統
括
所

・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
男
鹿
㈱

・
守
屋
　
周
治
郎
　
・
佐
藤
　
繁
信

・
佐
藤
　
千
惠
子
　
・
平
潟
　
和
俊

・
松
橋
　
美
栄
子
　
・
加
藤
　
慶
久

・
橋
本
　
徳
也
　
・
伊
藤
　
淑
榮

五
千
円

・
浅
野
　
　
優

三
千
円

・
敦
賀
　
　
強
　
・
石
川
　
　
浩

・
水
野
　
三
男
　
・
白
幡
　
義
廣

・
三
浦
　
隆
吉
　
・
三
浦
　
竹
一

・
佐
藤
　
正
悦
　
・
大
友
　
幸
雄

・
大
友
　
洋
一

三
万
二
千
円

・
脇
本
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

三
万
円

・
男
鹿
加
藤
診
療
所

一
万
円

・
天
喜
建
設
㈱
　
・
㈱
男
鹿
萬
年

・
㈲
男
鹿
ボ
デ
ー

・
ふ
る
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
延
命
寺
　
阿
部
　
大
通
　
　

五
千
円

・
㈱
寒
風
　
　
　
・
㈱
加
藤
造
園

・
も
り
や
ま
歯
科
医
院
　
　

・
わ
き
も
と
歯
科
医
院

・
㈲
下
間
産
業
　
・
㈱
吉
政
石
材

・
㈲
小
啓
石
材
店
　
　
・
㈱
加
藤
組

・
脇
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
・
吉
運
商
店

・
サ
ン
イ
エ
・
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
　
　

・
広
洋
産
業
㈱
　
　

・
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
介
護
　
　

・
本
明
寺
　
桜
田
　
大
啓

・
善
法
寺
　
寺
崎
　
和
仁

・
寶
光
院
　
小
栗
　
弘
基
　
　

・
宗
泉
寺
　
伊
藤
　
弥
生
　
　

・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
男
鹿
店
　
　

・
泉
田
留
之
助

三
千
円

・
ア
マ
ノ
ス
ト
ア
　
・
㈱
渋
谷
建
設

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
ま
わ
り
　

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
げ
ん
き
　

・
㈲
佐
藤
畳
製
作
所
　
　

・
秋
田
太
平
洋
生
コ
ン
㈱
男
鹿
工
場
　

・
㈱
シ
グ
マ
船
越
給
油
所

・
㈱
橋
本
工
務
店

・
㈱
男
鹿
不
動
産
　
　

・
遠
藤
　
　
宏
　
・
高
桑
　
繁
昭

・
高
桑
　
國
三
　
・
吉
田
　
陽
一

・
白
山
　
慶
幸
　
・
三
浦
　
一
郎

・
加
藤
　
和
雄
　
・
佐
藤
　
隆
二

・
夏
井
　
宏
美
　
・
夏
井
千
世
子

・
天
野
　
　
実
　
・
近
野
　
清
作

・
吉
田
萬
里
子
　
・
吉
田
　
葉
子

・
高
橋
　
郁
雄
　
・
大
渕
　
昌
志

・
渡
部
　
一
夫
　
・
鎌
田
　
文
作

・
柏
木
　
考
悦
　
・
明
石
千
代
末

・
山
王
丸
峯
雄
　
・
倉
貫
　
由
雄

・
児
嶋
百
合
子
　
・
早
川
瑠
璃
子

一
万
円

・
男
鹿
清
掃
興
業
㈱

・
㈱
ヤ
マ
サ
興
産
　
・
㈱
ア
マ
ノ
　
　

五
千
円

・
た
む
ら
船
越
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
鎌
田
整
骨
院

・
医
療
法
人
　
柔
心
会

・
清
水
歯
科
医
院
・
児
玉
歯
科
医
院

・
㈱
清
水
組
　
　
・
㈱
板
橋
組
　

・
三
浦
達
也
司
法
書
士
事
務
所

・
よ
し
だ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　

・
長
沼
医
院
　
　
・
き
り
ん
亭

・
エ
ス
ケ
ー
ガ
ス
テ
ム
㈱

・
㈱
男
鹿
福
祉
サ
ー
ビ
ス
す
ず
き

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
エ
ミ
エ
ル

三
千
円

・
西
村
　
　
勝
　
・
佐
藤
　
政
行

・
鈴
木
　
　
清
　
・
小
野
　
忠
儀
　

・
貝
塚
　
　
洋
　
・
目
黒
　
秀
雄

・
川
田
　
勝
彦
　
・
加
賀
谷
富
男
　

・
安
田
　
　
勲
　
・
安
田
　
　
豊
　

・
大
嶋
　
忠
男
　
・
大
嶋
久
美
子
　

・
船
木
　
金
次
　
・
清
水
　
　
正
　

・
太
田
　
春
海
　
・
米
谷
　
　
晃
　

・
米
谷
　
　
勲
　
・
太
田
　
範
子
　

・
米
谷
　
　
稔
　
・
秋
山
真
紀
子
　

・
石
川
ミ
ヨ
子
　
・
杉
渕
　
愛
子
　

・
米
屋
　
　
修
　
・
千
葉
由
紀
男
　

・
京
谷
二
三
子
　
・
糸
井
る
い
子
　

・
清
水
真
由
美
　
・
鈴
木
　
　
實
　

・
小
松
　
僚
子
　
・
宮
腰
　
真
澄
　

・
米
谷
　
洋
子
　
・
鎌
田
　
　
満

令
和
７
年
度
の
賛
助
と
し
て
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
名
前
で
す
。

（
令
和
７
年
12
月
６
日
か
ら
令
和
８

年
２
月
28
日
ま
で
の
受
付
分
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

二
千
円

・
飯
澤
　
　
勉
　
・
三
浦
　
定
次
　
　

千
円

・
明
石
　
勝
雄
　
・
小
幡
　
正
雄

・
原
田
　
　
貢
　
・
飯
澤
　
征
子

・
飯
沢
　
正
直
　
・
原
田
　
光
生

・
小
幡
　
弘
美
　
・
江
畠
　
孝
男

・
伊
藤
　
雅
昭
　
・
富
田
　
安
昭

・
三
浦
　
　
昇
　
・
三
浦
由
紀
子

・
大
友
　
　
眞
　
・
鎌
田
　
キ
ヱ

－ ５ －

船
川
地
区

特
別
会
員

船
越
地
区

戸
賀
地
区

脇
本
地
区

賛
助
会
員

戸
賀
地
区

社会福祉・地域福祉は特別な人びとのためのものではなく、すべての住民一人一人にかかわるテーマです。皆さ

まからお寄せいただいた会費は、さまざまな地域福祉活動に活かされています。社協会費は「住民参加」という意

味を持つ大切な自主財源であり、社協が進める地域福祉活動の財源となります。各地区において役員や関係者が会
費納入のお願いに伺った際には、ご理解とご協力をお願いいたします。

一 般 会 費　　　　300円（一世帯あたり）
賛 助 会 費　　　　300円を超え、3,000円未満（個人・一事業所あたり）
特 別 会 費　一口3,000円以上（個人・一事業所あたり）

社会福祉協議会会費納入にご理解とご協力をお願いします



【寄附金等】

平嶋　幹夫　　　　３千円　船　越

男鹿地区交通安全協会

南磯支部　代表　佐藤　武

25,979円

ニューとん太　板橋　耕作　船　越

３万９千円　　　　

平山　寿己　　 1,537円　千葉県

男鹿教会　　　　　５千円　船　川

－ ６ －

・戸賀地区社協へ

敦賀　　強　　　　２万円　戸　賀

受付順、敬称略
（令和７年12月１日から令和８年２月28日受付分）

生活福祉資金貸付のお知らせ

１．総合支援資金 失業等、日常生活全般に困難を抱えており生活の立て直しのために必要な生活費及び一時的な資金

＜原則として生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援事業等による支援を受けることに同意していること＞

○生活支援費　　○住宅入居費　　○一時生活再建費

２．福 祉 資 金 日常生活、自立生活する上で一時的に必要となる費用　　○福祉費　　○緊急小口資金

３．教育支援資金 学校教育法に定める学校に入学する、または在学している場合の必要経費

○教育支援費　　○就学支度費

４．不動産担保型生活資金

将来にわたり住居に住み続けることを希望する高齢者世帯に対し、不動産等を担保として、生活費を貸付

○不動産担保型生活資金　　○要保護世帯向け不動産担保型生活資金　

※ 資金別に貸付要件がありますので、詳しくは下記までお問い合わせください。

男鹿市社会福祉協議会 23－2772

－ 社会福祉協議会では、所得の少ない世帯や障害者、療養や介護を必要とする高齢者のいる世帯に対し、

資金の貸付と必要な相談支援を行うことにより、経済的自立と生活の安定を図ることを目的とする生

活福祉資金の貸付を行っております －

※ 負債による生計維持困難者は不可

ひとりで悩むよりは相談しましょう。解決に向けて、専門の相談機関等の紹介も行います。秘密は堅く守り、相談は無料

です。お気軽にご活用ください。 ※ 詳しくは社会福祉協議会まで　　23－2772

困りごと・心配ごとの相談は随時受付ております

障害者総合支援法に基づき、身体障害者、知的障害者、精神障害者の方の日常生活全般に関する相談等に対応する窓口を

開設しております。連絡・相談については原則として、月曜～金曜日、祝日を除く午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

となっております。 ※ 詳しくは社会福祉協議会まで　　23－2772

指定相談支援事業所として相談受付をします

開催日が決まり次第、折り込みチラシ等にてお知らせし、予約を受付します。会場は保健福祉センターで、開設時間は

午前 10時～午後３時までの予定です。

男鹿調停協会との合同心配ごと相談所開設は８月の予定です

・若美地区社協へ

鈴木　正実　　　　３万円　小深見

戸嶋　広栄　　　　５万円　渡　部

チューリップの会

22,072円

今泉　　博　　　　３万円　渡　部

渡部　景信　　　　５万円　渡　部
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